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Oliuey Tun-st lこ拙かれる詳衆は例外なく暴力的であり，笠場・人物にとっ

ての脅威となっている。 10It"tで Oliverは「人間の胸深く杭えつけられた狩-

りの情熱J(10:61)にかりたてられた訴衆iζ追われ，501;1では追い詰められ
た Sikesが，宴席で Banquoの亡長をJよるI¥lacbethさながらに狂乱し.

命を失っている。乙の小説の執銭に先だって総恕され，最終的lζは1841年に

Ut~ζ 出た Barnaby Rudge において貯・衆の暴力は体制と秩序とを直接の対象

とする ζ とになるが1)，uオリヴァー ・トゥイスト』での群衆は.少なくとも
友日では<法>及び社会の制度を支え，そ乙から逸脱し，反抗する人物たち

を攻撃するにとどまっている。そのように群衆がく法>と悶一視できるとき

には，<法>もまたオリヴァーの物語にかかわる人物たちにf脅威をもたらす

存在に変じる乙とは言を待たないたろう。

25ーに，犯罪省としてあから δまに<法>の対極に立つ Fagin，ζ向かつ
て死刑を若い渡す法廷には，被告の前後左右に彼を監視する向かひしめき合

っていた。

THE court was paved， from floor to roof， with human faccs. 

Inquisitive and eager eyes peered from every inch of space. From 

the rail before the dock， away into the sharpest angle of the 

smallest corner in the galleries， all looks were fixed upon one 

man-the Jew. Before him and behind: above， below， on the 

right and on the left: he secmed to stand surrounded by a 

firmament， all bright with gleaming eyes. (52: 339) 
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<法>の執行の場面において，群衆は個別性を失い，i顔J及び「目」という

普通名詞の集合に還元される乙とが分かるが，次の引用では，彼らのその個

性を持たない無意識が実体化して法廷から，さらに社会全般へと拡大してい

く。

The building rang with a tremendous shout， and another， and 

another， and then it echoed deep loud groans that gathered 

strength as they swelled out， like angry thunder. It was a 

peal of joy from the populace outside， greeting the news that 

he would die on Monday. (52: 340) 

別の法延j封凶iで Dodgerはただ一人裁判の論理に抵抗してみせる (43:281-

282)。そのとき，確かに彼は，フェイギンとは迷い，f劣-聡人とまったくコミ

ュニケーションをはかれない人物ではなく ，彼らの笑いを引き:tljすことはで

きる。しかし，これも弱い者-をなぶる際l乙比られるシニカノレな調1'-を持つ災

いであり，wパーナビー ・ラッジ』とは巡い，囚人解放の暴動を引き起こすこ
とはない。逆に，彼は斗1.(こ流刑lζ処せられるばかりでなく ，物語からも姿を

消し，最終章の後日読のなかですらも也:かれる乙とがなくなる。乙れは， il 

(I'J，社会的な処jfiJというよりは，物語的な;む味での極刑であり，主要登以-ノ

物のrjlで，これほどに徹底して 4ぶ殺される例はない。

以上は，wォリヴァー ・トゥイスト』という小説内で犯罪者たちが<法>か

ら受ける31である。と乙ろか，小品内の仇るもう一つの裁判樹首i，ブノレート
を吹いた罪と吹かなかった罪とのいずれをも投獄の理山とする Fang判'Jiの

法廷では，明るい昼の位界のイ巨人まてもが抑圧をこうむる乙とになる (13:

79-80)。裁かれようとするオリヴァーは当然だが， 彼をプI~，&しようとする

Brownlo¥vもまた ‘Holdyour tongue， sir' と -亙ねて ， 発::i- を ~tilj11:されるの

である。乙こで，4:Eiの証言がなけれは，彼にも<法>を説きふせる能力は

ない。 31m:で負傷したオ リヴ yーを.iiliれLろうとするのは，サイクスではな

く，佐官であり，Maylie の一家は彼らに対しての異議IIIJ'Lてを行ってい

る。 また， 法律上の焔HJj子である fvlonksは， オリヴァーを犯罪者とし，
<( ，法1去iと~>と刈 1立kする {位立むi円{η空引{にζ迫い J込会む乙とでで.財'll箆Eを1確i目龍1在ld保呆しようとしたのだつた。

e Sowcrberry の葬{儀義釦j応苫lに乙おけるオ リウヴヴ.伶、 F一の兄:i必it乙山!:コ-ii.分である Noah Cαlaypole 

も Londonで浴告E民iとして<i法去>の手(にζ，;臼;1らを委ねる乙とでで、ふさわしい j
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fオリヴァー ・トゥイストJ愉 - 33ー

{立を得ることになる。

『オリヴァー ・トフイスト JJlζおいてく法>は主要人物たちの味方となる

ことはなし、。 11 らは . 集介することによって<法>，ζ形と ~jJ とを与える抑
衆とはl離れた地点lζ身をi泣く社会からの逸脱者たちである。フェイギンの犯

罪グループはいうまでもない。さらlζは，物語が終結して，ブラウンロウと

メイリーの家朕がロントンを離れ，弧立した小楽図を25くことも.彼らもま

た<法>の外!ζあることを示している。彼らが<法>の外lC身をi泣くからこ

そ，そして.読者もそ乙まで巡れて行かれるからこそ，その小業悶において

は. 本来何らかの痕跡を先の代にまで残していくべき ECI¥vardLecf ordの
倫理的な3訂壬が間われることがなくなるのである。

『オリヴァー ・トゥイスト』の作品世界から.<法>と綜衆とを排除する

と，われわれはそれぞれ社会からの逸脱者がつくる凶つの閉鎖されたグルー

プを抜き出すことができる。三つ{ζついてはすで!こ触れた。延長る一つ仏

Bumbleの生活lζ求めることができる。 -Jtしたところ.彼は.制度を災行

する<法>の側の人物K忠われる。だが， <法>は裂の監替穴住・を夫 'CkL~ さ
せているとされ，失職するに際して述べられる ‘thela¥v is an ass-a idiot. 

If that's the eye of the lavl， the law's a bachelor' (51: 335) という台

凋には，彼が'だのところ.く法>を体現していたのではなく .<法>に利JlJ

され. 込41刀られる小心者!ζ過ぎないことが切らかになっている。乙れらのJ!~

つのグループtま. )に衆社会から切り離される ζ とから当然それぞれはごくノj

さなものとならざるを得ず，また.<法>と一体化する社会の外にある点、で、

共通して，しかもそれぞれの内部は家族のメタファーで結び、つけられている。

乙れだけ共通点を持つならば，それらは凶つのIlt界.あるいは明暗の二つの

1I t界と日子ばれてi峻別されるへき性総のものではなくなる。もちろん，それら

が物ロ台の段後にいたって，継続する，しないの差別化が起きはする。しかし，

それは，社会をえ;配する<必>への従順さによって区別されるのではな"

オリヴァーをlヨらのうちに取り乙めるかどうかという闘いの結果起きてくる

出来事である。そして，夫際，これらpgつの倣域は，自己完結する閉鎖糸で・

あるから，本来!付発的には互いに触れ介う乙ともなく ，したがってそ乙に物

誌など生しょうがなし、。そのぷ味で， 彼らは単独では， 物u白 I'I/~I U ;，長引を1:じ

させる央防以上に山る乙とはないのである。

( 79 ) 
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そ乙でわれわれは， wオリヴァー ・トゥイスト』が文字通り撚り糸である
オリヴァーの物語である乙とを思い出さねばならない。

さて，一般に物語には，自身を終らせるための目的あるいは結ぶが存在し

ている 2)0 wオリヴァー ・トゥイスト』においてpそれは物語口体によっては
っきりと自己設定されている。第一章の半ばあたりで，行きだおれた若い娘

を身二つにした医者が何気なくもらす匂lewas a good-looking girl， too; 

w here did she come from?' (1 : 2)という言葉がポイントである。友面的

には，乙の質問lζ対しては，J協の老火が 'She¥vas brought here last night，... 

by the overseer's order'と身元不明である乙とを知らせて決2!?をつける。

ところが， 同時~r ， 医者の乙の台詞は， 小説が始まって最初の疑問文であ

る。すると， 物語lζ対する読去の JDJ1~jも乙の一言で設定されているのであ

る。ストーリーのレベソレで、は，オリヴァーの身元を求める旅立ちは乙の一言

で予言されているわけだ。一方，孤児の身元探しのモチーフはお伽噺的な枠

組でもあるし，それをアイデンティティの獲得という名で呼ぶならば，われ

われは『オリヴァ ー ・トゥイスト』に先行するイギリス小説の中にいくらも

例序戸げる乙とができる。だが， wオリヴァー ・トゥイストJにおいては，
先に述べた社会の外にある物語の四つの飯域すべてと相互関係を持つのはオ

リヴァーだけであった。すると，孤児のアイデンティティ探究は，それら領

域それぞれにおいて空白部を用めようとし，プロットを終結に向ける機能を

作つ乙とになるのである。

lヌ!

オリヴァーを媒介としたフラウンロウとローズの傾成

Brownlow-O  
婚
約
グ〉

み

Fleming ".・
1 1Vlayue 

ovァ 111
寸・ Edward I Agnes Rose -・ Harry
Monks Oliver 

オリヴァーを中心にしてか右に((1(以)I~):があり ， そのよ〈たら
んとする男〉が対称(t".Hζ配附されている。なお，同ーのIlt代で
は，関のん三にいくほど年H冷がlfbくなる乙とで，fD(1f-少のオリヴ
ァーから必人であるブラウンロウまで名作代がそろい，，Ifil縁の

It~r絶という j危険からも免れている。
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fオリヴァー ・トゥイストj論ー 33ー

ローズ，ブラウンロウの二つの領域はオリヴァーが現れる乙とによって凶

のようなシメトリカノレな系譜を完成させ. <法>の外にありながらも， ブ

ラウンロウの益子にして，実質的にローズの弟という凝制的な家淡であると

同時に，血統にも基づいた後継者を得るのである 3)。対照的に，バンフソレや

フェイギンの擬似家族の人間関係ではオリヴァーが逃走することが，後継者

を奇い，<法>の圧力に対抗する継続性を得られない ζ とが明らかになる。

他方，物語世界で四つの傾域すべてに姿を見せるもう一人の人物としてモン

クスもあるが， 彼は嫡出の子として， <法>を背負っており， それだけで

<法>と融合できない人物たちにとっては，不気味な，理解不可能な存在で

あり，それらの領域を脅し，動揺はさせるものの，後継者となって，プロ ッ

トの穴を埋める役割を果たすわけにはいかないのである。

だからといって，オリヴァーはピカレスクの主人公ではなし1。オリヴァー

の人物論においては必ず指摘される乙とではあるが，オリヴァーは物語の中

心にありながら受動的であり，臼ら行動を起乙して事件を引き起乙し，それ

により環境に裂け目を作る主人公ではない。そもそも，小説の冒頭で母親が

死に，父親であるエドワードも生きた盗を見せる乙とができない以上，彼は

空白から生まれた空白として，<法>が支配する社会では救貧院も含めてど

こにも所属する場を持たなかった。彼は，行動面で見る限り，環境を揺るが

す能ノJをまったく欠いている。パンブ、ノレやサワペリーに対して，またファン

グの法廷において，巻き込まれた状況を自ら積極的に変えてい乙うとはしな

い。ノア ・クレイポーノレに殴りかかる場面にしても，ブラウンロウから預か

った金と占物とを返すようフェイギンに要求する場面にしても，珍しく，声

をi苛めての抵抗はある。しかしながら，それが効果をあげる ζ とは一度とし

てない。彼の自発的な行動は，ただ一度ロンドン行の決行に限られてしま

う。後に，異なった領域闘を移動する際には他人に連れまわされるだけで，

少のように次々と通り過ぎる外界の事件 ・人物と関わる乙ともなく終わって

しまうのである。ロンドンへの道中にしても， ピカレスク小説の主人公のよ

うに，途上での経験から，新しい芯味，新しい行動ノマタンを手に入れるとい

う教丹波j果を持つものではなかった。

乙乙 {とは，オリヴァーが元来3かれ，作り出された人物として原理的lζ受

身たらざるを得ないことが反映されている。もっと食べ物をと要求する場面

でも.その行動は臼発的に生じたものではなく ，くじという名の孤児たちの

集団芯識の脅威と，その背後にあり物語を構成する怠思とがすリヴァーにそ

( 81 ) 
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rオリヴァー ・トゥイストj論 - 3i-

for God's sake， ¥vere it only in mercy!' へと，第一文ては，確かに.

'，^~re tched'という判断を語り手が瓦似ているものの，まだ少年の;様子を追跡

の外郎から見て，彼のいる不条烈r状況を読点， ~ζ思い起乙させている。それ

が，続く文:で，読者への配慮は 'wereit only in mercy!'と付加されるに

すぎなくなり，ついに引用部後と!とでは.たとえ，1t)'=衆の怠識を日似たものだ

としても，EHりの!とI:t1~識のプ7がうたわれていて， まったく群衆側と電なってし

まっている055り手が， 向ら描き山した'111去に巻き込まれてしまったわけだ
が，そのとき，認-り手の言葉がテクスト内の人物の言誌と一致し，しかも両

者の価値観も定なってしまうならばーーそのときアイロニーは火われるーー

その溺而においては両者を rx:r.JIJする必要はない。
そして，ある場所では外から聞きぱられ，月IJな場所では語りの芯識の似Y

をifj:しながら，両端を行き米Fる言・認-のモデノレはすリヴァーの言葉によって

何よりもよく検2il:される。

オリグァーの話言諜はノてン/ノレやフェイギンの俗ij或lこ滞在する間は間接話

法をrl:1心lと，そしてフラウンロウ及び口一，ての傾減に移行してからは直接話

法rl.1心K?!?き分けられている。オリヴァーの場合，11 ~でフラウンロウに出

会うまで対等な立場で言撲をやり取りする相手としてはわずかに旅立.ちのl1'-{

i)'Ij (.ζ万IJれを4!?げる Dick がいるだけである (7:44)。話しぶりの叙斗に関す

る乙のような区別は. Kancyの哀切りによって崩壊に向かうフェイギン九

例外として.内つの傾域それぞれが仲間内で話す湯合の相互の了解を前提と

したn'[接話訟によるやりとりと対照をなしている。

'I SuppOSC yOll don't kno¥v ¥vhat a beak is， my fiash com-pan-l-on: 

Oliver n1ildly replied， tlzat Ize had aL-ways heard a birdJs moutJz 

descγibed by the ternz in ljUestiol1. 

'~/ly eyes. ho¥v green!' cxclain1ed the young gentlenlan. 'W・hy，a 

beak's a 111adgst'rate ;...' (8:4'i-48イタリックは本新j鍛者による)

ちろん.オリヴァーが彼らに対して発する言葉陀も，直接話法で報告され

広川合がある。しかし.それらは.一つには，相手からの問いかけへの短い

返答であり .もう一つは袋小路K追い詰められた際の抵抗K伴うものである。

いずれもが.オリヴァーの芯図が効果を持つ ζ とはないという点で彼の無力

さをlfi:ねて強調するものと lなっている。

( 83 ) 
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'vVork'us，' said Noah，七O'V'gyour mother?' 

She's dead，' replied 01iver，‘don't you say anything about her 

to lne!' 

-・.

'No， not you.' replied 01 iver， Sh'11・ply.'There; that's enough. 

Don't say anything lTIOre to n1e about her; you'd better not!' 

'Bctter not!' cxcl幻lned~oah. ・ \Vell! better not! 'Vork'us， don't 

bc in1pudent. 1匂llYll1other， too! She "'as a nice un， she ¥¥"as. Oh. 

Ior!' (6: 35-36) 

小説内でオリヴ 7ーに適用される悶談話法は.'a beak' tr.ついてのすれ違い

にもμられるように彼の主主まれと相反する領域と、 iする|際の窓識を之札
するものである。そしてまた.彼の発tdのうち.直援活法の使用によって5'

JHされる2・2誌が.~T守された環境を以内する低い階択し〉特徴をに、大中疏階
級の255・であることも.それらが.オリヴ7ーの話143廷そのものを写しとっ
たものではなく . Ginsbrrgが2うようにオリヴ γーの純粋な心のメタフ γ
ーとなるからであり.その言葉は作品1:1:1の人物にとってよりは.作品の枠組

の反対側，すなわち読者1ζ対して逃I児になるように扱われているのである日。

それは災のととろは2・時化されていない鈎133を.物語の枠組を越えて.続三日・

にまでj品かせようとする物随行為の袈Ei?に従ったものなのである。
ーブ'5 . ブラウンロウとローズの制j~~においてオリヴァーの間接話法が現れ

るのは.自分の;jiLj・ lを悦明する際の~約の部分を合めても益-く hまない。した

がって ， オリヅァーにとって . ζ の似j或は;ffi~ね 1~1 分の考えを郡山に出しても
hWわれい.安心できるJ品となるはずなのだが.i官3到紫Sのプ均Jだ!けすで?ね4くし.椛拠拠11

としいl、、うj形移で. GI 分のGiGが1'J; '~であることを限切するよう強いられるの(~t

|勾iζも.この比)1史的側かな|出談話法でE!?られる部分の内谷!ζ|均しアt.r(D明...:11.

Z。
こうしてみると . |!日桜訟法とは . オリヅァーのI~miを袋す手J~ Iにとど

のではなくなる。むしろ.そζからは内ilti(. ) 1 ;誌を1清志・として成者側Iζ押

し iliす乙とによって.航手?の好1ß.~を粧ねするための方法紅のだとなえるほど

の ， コミュニケーシ Et ンの8::133をf支える H~;tE可能性が 11.\ てく 3 のである。い

l) (，~t I1均!:討を柊りにまで引く HfL巡]JをPiliえていZ

そして.IHJ凶踊訟で111‘l

であ。。 ‘ 

F

・p・-‘
、司，，.一
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式上，語り手の択作を受Jる叙i;ijの言語に近づいてくる。第一の例は.間接

話法で述べられる内容が実際に戸として発せられた台..r]を，直接話法にも近

い形で記している。

'1 suppose，' said the Jew， fixing his eyes on Oliver，γou ¥vant 

to kno¥v ¥vhat you're going to Bill's for-eh， my dear?' 

Oliver coloured， involuntarily， to find that the old thief had 

been reading his thoughts; but boldly said， Yes， lze did want 

to know. (20: 123イタリックは{三日筆者による)

続いて，オリヴァ ー以外の登;場人物には知りょうもない，少年自身の思考

を立?いたものがある。

tAh， you'll get used to it in time， Oliver，' said Sowerberry. 

'Nothing ¥vhen you are used to it， my boy.' 

Oliver ¥vondered， in his own mind， whether it had taken a 

very long time to get Mr. Sowerberry used to it. But he thought 

it better not to ask the question; and walked back to the shop: 

thinking over all he. had seen and heard. (5: 33) 

乙こまで挙げてきた例は，オリヴァーの言葉を，語り手が自分の流儀で代弁

したものだと言う乙とができるだろう。

そ乙でさらに，語り手の流儀が前面iζ出てくると，オリヴァーの肉声が全

く失われる乙とになる。

tWell，' said the undertaker's wife， when Oliver had finished 

his supper: which she had regarded in silent horror， and with 

fearful auguries of his future appetite: thave you done?' 

There being nothing eatable within his reach， [Oliver replied 

in the affiγmative. (4: 25イタリ ックは本稿筆者による。〉

乙乙までくると，語り手の介入もかなりの程度にまで達するが，それでも

( 85 ) 
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まだオリヴァ ーの言葉 ・態度を報告するκとどま っている。
しかし，フェイギンの一党の生業について疑念を持ち始める次の文ではど

Oliver naturally wondered ho¥v they could~ poc;sibly 

(9:56イタリックは本稿祭者Kよる)

found have 

うだろうか。

tirne to be so very industriollS. 

とある副詞が.語り手がオリヴァ ーの思考を評価し一

つけられたものであるのに対して，疑念そのものは，オリヴァ ーのものであ

る。すると.こ乙の部分の語り手は.語られる人物たちと自分との悶の距離

感を失って.一方的lζオリヴア lーに日入れをしている ζ とになる。反対!こ.

この事態を物語られる被造物の側から言うならば.彼は物語る側の窓識を引

'naturally' ここで

き込んでいるのだ。 その場合. 作品中の人物としては独立できず. 弱々し

く，孤独である ことが，逆説的iζ叙述のt:1::1心1ζ立つ条件となる。そして.悶

j妥結法の使用 は ， 度合が~1~ し 1場合でも . 常にこの諮る側と語られる側との円

]吹をなす二重性を備えている。

問機な認-り手と受場・人物の相互作用は.物訟の最後で追い詰めら

あるいは死をただ待つフェイギンにも34いだ、される。
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場人物との距離をゼロとして.言葉にち;-返しているためである。だが，その

彼が家族の一員を殺したことは. I~I 分のいた領域を壊す行為であり，それ放
に彼は群衆の暴力と<法>とに一人で立ち向かわなければならない羽田に陥

ったのである。

フェイギンの場合も.サイクスと同様に死へと追い詰められていくが.J1lJ 

の執行を持つif:のなかで，やはり問筏話?去による独(1が生じる。

Some of them lnight have inhabited that very ccll-sat upon 

that very spot. It ¥vas very dark; ¥vhy didn't they bring a light? 

The cel1 had been built for many years. Scores of lnen must 

have passed their last hours there. It ¥vas like sitting in a vault 

stre¥vn w i th dead bodies ・theca p， the noosξ， the pinioned arms， 

the faces that he knc¥v， even beneath that hideous veil-Light， 

light! (52: 343) 

こ乙て以上のようにフェイギンに焦点をあわせた，せばめられたii'IJ'工は，イ'1'
間を持たず幽閉された時のオリヴァーと変らず，内向してしまい，行動を起

乙せな くなる。乙こでのフェ イギンは. <法>の支配下で，そうな りえてい

たかもしれないオリヴァーの複製なのである。 乙の時点において，伎は一味

を引き辿れて仕事をしていた 'themerry old gentleman' ではなくなって

いる。われわれが彼に間的を感しるとするならば，それはオリヴァーの放浪

を見てきた読者が，少年が経験した悪弘子をフェイギン{ζ重ねるからに他なら

なし1。だからこそ，オリヴァーは「老人Jへの恐れをなくすのだし，老人の

ブIj"も， 自らのvIi域が無くなったとき，ただ一人の理解者である少年に夜、仰の
財-pitのありかをもらすのである (52:346)。

ついに最後まで，直接話法で押し通し，母親の復竺?を叫ぶモンクスは，内

的発話を，すなわち，個性を拘?ない無怒識としての<法>を体現している。 • 

町出

『オリヴァ ー ・トゥイストJのI11には，ただー箇所だけ，<法>に@Iらを

一致させる乙とができない附つの傾城が一堂に会する場luiがある。ナンシー

( 87 ) 
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がローズとブラウンロウに情報を伝え，それをロンドンにやってきたばかり

でフェイキンの一味に加わったノアが密かに聞く 46章がそれである。この章

は，全体が観察者としてのノアの視点から描かれるためK.ナン シーも含め

て三人の設lAJ人物が固有名詞としてではなく ，tthe gentleman'， 'theγoice 

of the girl [NancyJ'， tthe young lady [RoseJ'といった普通名詞で呼ば

れる特徴を持っている。ところが，この場面はそこにいあわせないオリヴァ

ーの出身への関心を中心的な話題とするという点lC. 自らは支可的でありな

がら，四つの傾j或を結びつけていく主人公としてのオリヴァーが占める位置

を圧縮したように示している。

われわれは ， 主人公の名が自:名となる .J~ .;;くの書物を知っている。しかし.

『オリヴァー ・トゥイスト』においては. その名前lζ含まれるこ語が ， ~物

的人物と拍:物とのアポリアであるた内に.そ してそれだからこそ.行動を起

こせなくなる例を凡るのである。

*
 
* *
 乙とで，wオリヴァー ・トゥイスト』をディケンズの作品系列のI1ゃに位世づ

ける際の涼Jmにふれてお乙う。 Str¥"rnT.Iarcl1sは. 小説のサブ ・タイト
ノレである fA ，Pa r i sh Bo." S Pr~gn Sf/ (ζ沼田し. 乙の作品を ThePilf!rit/l・s

1)rog'lれ Sの伝統のr:1;1，ζi泣いた上で，1尽力なものが.その無力さ故!と救済をも
たらす31.出につくというキリスト教的なモラルを読み人今ているω。その窃

I孟I.小i;見rl:1で災引されるユートピアのモラルをー確か!と〈法〉からは孤立し

ているものの，オリヴァーが9oするな践に恕パ3れムような中産階級のエー

トスと一体制して. u.~j凶はないのだろうか. という疑問が出て¥ら。 183

』12の段階で.そのJ誌についてディケンズはオリヅァーと同様!ζ宗本トであω。

だが. そのオリヅァー!と FJcn1i ng 一次を f~凡させ， アグオL A ト死!と迫いキ

lった父脱としてのエドワードのmlの継示者としての芯燃が生ずれば.それ!
後のイFijiiY1 で1ff~ ;JJであり続けながらも組が犯した部を I~ らの身!と引主宰・ け Z

Esthcrゃ Litt1e 1)01・ritのテーマにつながってい、さろ -、 ο そして.そ

主，オリヅァーが始めたimトしの旅は，より線維な絡み合いをあLせるセ1.L、.
の私とで練り;返されるのである。しかし，との部窓lf故tη品:Ut;l|刻

ばZj吋史的なテーマそ愉じるためには，またがrたに個々 t刈川古!とつい-(.~ 

が必説となる。

、四・

.. 
、

、
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<註>

Char 1es Dickens， Oliver Twistのテクストは.Kathleen Tillotson編の The

Wor1d's C1assics版 (Oxford:Oxford U. P.， 1982)による ζととし，引用箇所

は該当する章とページとを括弧にくくって本文中に示した。

1) 後lζ BarnabyRudgeとして完成するとととなる GabrielVardon執筆につい

てDickensとJohn Macroneとが合なしたことが1836年5月9口のディケンズの

手紙に設かれている。また，1837年7月14日の RichardBentleyあての手紙では，

Oliver Twistが tmysecond Nove1'とよばれている。 SeeThe Letters 01 Charles 

Dickens， ed. ivladeline House and Graham Storey (Oxford: The Clarendon 

Press， 1965)， 1， 150及び 283-284..

2) たとえば，Seymour Chatmanは，Story and Discourse: Narralive StrucLure 

in Fiction and Film (Ithaca: Cornell U. P.， 1978)， p.47で述べているotNo 

end， in reality， is ever fina1 in the ¥vay“The End" of a novel or fi1m is. 

Even death is not an end-bio1ogically， historically， or in any sense that 

one takes the word. Such a term marks out plot， the story-as-discoursed. 

It is strictly an artifact of composition， not a function of raw story-material 

(¥vhatever its source， rea1 or invented).' 

3) 家族の成立をキ一概念として 『オリ ヴァー ・トゥイストJを解釈する試みとし

ては，Kenneth C. Frederick， tThe Co1d Hearth: The Domestic Strife in 

Olzver TWISt'， College English， 27: 6 (1966)， 465-470を参照。

4) との点は，Robert Tr~cy の指摘によっている。 Agnes の名がはいった墓石に

Oliver の名を刻みつければ，それは託まれ終った書物が不要物として3棚にほう

りとまれる運命を持つのと同じだという。 See tThe Old Story and Inside 

Stories: Modish Fiction and Functional Modes in Oliver ~ωisl ， ， D ickens 

Sludies Annual， 17 (1988)， 25-26. 

5) See Micha1 Pe1ed Ginsberg， 'Truth and Persuasion: The Language of 

Rea1ism and of Ideo1ogy in Oliver Twist'， Novel， 20: 3 (1987)， 222. 

6) See Steven 11arcus， Dickens from PicllWick to Dombey (1965: rpt. New 

York: Norton， 1985)， p.80. 
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